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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における業績は、主力事業である医薬品等ネットワーク事業が順調に推移したこと及

び調剤薬局事業において新規出店やＭ＆Ａにより取得した店舗の業績が寄与したこと等により、売上高は23,856百

万円（前年同期比2.2％増）となりました。利益面につきましては、2018年４月に行われた薬価改定及び調剤報酬改

定の影響等により営業利益212百万円（同64.2％減）、経常利益192百万円（同67.3％減）、親会社株主に帰属する

四半期純利益101百万円（同65.1％減）となりました。なお、前年同期比では増収減益となりましたが、期初計画に

対しては計画を上回り順調に推移しております。

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。なお、各セグメントの売上高は、セグメント間の内部売上高

を含んでおります。

①医薬品等ネットワーク事業

本事業に関しましては、新規加盟件数が順調に推移したことに伴い受発注手数料収入が増加したこと等により、

売上高は955百万円（前年同期比9.1％増）、営業利益554百万円（同17.7％増）となりました。

なお、2018年６月30日現在の医薬品ネットワーク加盟件数は、調剤薬局2,665店舗、58病・医院の合計2,723件

（前連結会計年度末比214件増）となりました。

②調剤薬局事業

本事業に関しましては、当第１四半期連結累計期間に調剤薬局２店舗を新規出店するとともに事業譲受けによ

り５店舗を取得する一方、ドラッグストア１店舗を閉鎖いたしました。2018年６月30日現在の店舗数は、調剤薬

局406店舗、ケアプランセンター１店舗、ドラッグストア７店舗となっております。

当社グループでは、引続き、地域住民の皆様の健康を様々な面からサポートする地域薬局として、在宅医療へ

の取り組みやかかりつけ薬剤師・薬局としての機能の発揮等を推進しております。当第１四半期連結累計期間に

おける業績は、新規出店やＭ＆Ａにより取得した店舗の業績が寄与したこと等により、売上高は22,222百万円

（前年同期比3.2％増）となりました。利益面につきましては薬価改定及び調剤報酬改定の影響等により、営業利

益130百万円（同77.9％減）となりました。

③賃貸・設備関連事業

本事業に関しましては、不動産賃貸収入が堅調に推移したこと等により、売上高は600百万円（前年同期比15.3

％増）となりました。利益面につきましては、2018年11月開業予定の５棟目となるサービス付き高齢者向け住宅

「ウィステリア南１条」に関する費用が先行すること等により、営業損失32百万円（前年同期は営業損失40百万

円）となりました。

なお、「ウィステリア千里中央」の入居件数は、2018年６月30日現在全82戸中40戸であり、引き続き積極的な

営業活動を行っております。

④給食事業

本事業に関しましては、2017年10月以降、不採算施設の撤退を進めたことや一部施設における労務費の増加等

により、売上高は788百万円（前年同期比31.9％減）、営業利益１百万円（同74.8％減）となりました。

⑤その他事業

本事業に関しましては、売上高は33百万円（前年同期比0.3％増）、営業損失36百万円（前年同期は営業損失35

百万円）となりました。なお、医薬品製造販売事業を行う株式会社フェルゼンファーマにおいて2018年６月より

後発医薬品の販売を開始しております。
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（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は61,962百万円となり、前連結会計年度末に比べ796百万円減少しまし

た。

　流動資産は16,789百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,214百万円の減少となりました。主な要因は、商品が増

加したものの、現金及び預金が減少したことによるものであります。固定資産は45,172百万円となり、前連結会計年

度末に比べ418百万円の増加となりました。主な要因は、のれん等が増加したことによるものであります。

　一方、負債の部においては51,337百万円となり、前連結会計年度末に比べ836百万円の減少となりました。流動負債

は21,965百万円となり、前連結会計年度末に比べ196百万円の増加となりました。主な要因は、未払法人税等が減少し

たものの、買掛金及び短期借入金等が増加したことによるものであります。固定負債は29,371百万円となり、前連結

会計年度末に比べ1,033百万円の減少となりました。主な要因は、長期借入金が減少したことによるものであります。

　また、純資産の部においては10,624百万円となり、前連結会計年度末に比べ39百万円の増加となりました。主な要

因は、期末配当の支払等により利益剰余金が減少したものの、新株予約権行使による資本金及び資本剰余金、その他

有価証券評価差額金がそれぞれ増加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2018年５月８日に発表した連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,201 8,430

売掛金 2,332 1,649

債権売却未収入金 683 684

調剤報酬等購入債権 412 383

商品 3,418 4,331

原材料 17 17

仕掛品 6 9

貯蔵品 79 76

その他 863 1,217

貸倒引当金 △11 △10

流動資産合計 18,004 16,789

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,955 9,812

土地 9,258 9,258

建設仮勘定 2,688 2,747

その他（純額） 2,227 2,186

有形固定資産合計 24,129 24,005

無形固定資産

のれん 14,451 14,726

ソフトウエア 473 439

その他 120 124

無形固定資産合計 15,045 15,291

投資その他の資産

投資有価証券 812 778

差入保証金 1,720 1,778

繰延税金資産 1,912 2,142

その他 1,164 1,207

貸倒引当金 △31 △31

投資その他の資産合計 5,578 5,876

固定資産合計 44,754 45,172

資産合計 62,759 61,962
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 9,416 9,856

短期借入金 2,950 3,638

1年内返済予定の長期借入金 3,949 3,992

未払法人税等 1,135 31

賞与引当金 1,244 697

役員賞与引当金 84 72

ポイント引当金 8 8

その他 2,980 3,669

流動負債合計 21,769 21,965

固定負債

長期借入金 24,679 23,717

役員退職慰労引当金 580 575

役員株式給付引当金 125 117

退職給付に係る負債 2,128 2,203

その他 2,890 2,757

固定負債合計 30,404 29,371

負債合計 52,174 51,337

純資産の部

株主資本

資本金 2,097 2,128

資本剰余金 1,160 1,190

利益剰余金 7,459 7,408

自己株式 △275 △275

株主資本合計 10,441 10,451

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 143 170

繰延ヘッジ損益 1 1

退職給付に係る調整累計額 △25 △21

その他の包括利益累計額合計 118 150

新株予約権 21 21

非支配株主持分 2 1

純資産合計 10,584 10,624

負債純資産合計 62,759 61,962
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

売上高 23,352 23,856

売上原価 14,283 14,776

売上総利益 9,069 9,079

販売費及び一般管理費 8,476 8,867

営業利益 592 212

営業外収益

受取利息及び配当金 3 5

業務受託料 12 8

設備賃貸料 20 23

雑収入 30 21

営業外収益合計 66 59

営業外費用

債権売却損 10 11

支払利息 51 59

雑損失 7 7

営業外費用合計 68 78

経常利益 590 192

特別利益

固定資産売却益 2 －

関係会社株式売却益 11 －

特別利益合計 13 －

特別損失

固定資産除却損 6 0

店舗閉鎖損失 6 2

組織再編費用 15 －

その他 0 －

特別損失合計 27 2

税金等調整前四半期純利益 575 190

法人税、住民税及び事業税 135 49

法人税等調整額 149 40

法人税等合計 285 90

四半期純利益 290 99

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

0 △1

親会社株主に帰属する四半期純利益 289 101
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

四半期純利益 290 99

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 30 27

繰延ヘッジ損益 △0 0

退職給付に係る調整額 1 4

その他の包括利益合計 31 32

四半期包括利益 322 131

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 319 133

非支配株主に係る四半期包括利益 3 △1
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（会計上の見積りの変更）

　一部の連結子会社は、退職給付に係る会計処理における過去勤務費用及び数理計算上の差異の費用処理年数

について、従来、従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（13年）で費用処理しておりましたが、平均残

存勤務期間がこれを下回ったため、当第１四半期連結会計期間より８年に変更しております。

　なお、この変更による当第１四半期連結会計期間の損益に与える影響は軽微であります。

（追加情報）

（『税効果会計に係る会計基準』の一部改正等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固

定負債の区分に表示しております。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2017年４月１日 至 2017年６月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

医薬品等
ネットワーク

事業

調剤薬局
事業

賃貸・設備
関連事業

給食
事業

その他
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 263 21,525 373 1,156 33 23,352 － 23,352

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

612 0 147 － － 759 △759 －

計 875 21,525 521 1,156 33 24,112 △759 23,352

セグメント利益
又は損失（△）

471 591 △40 5 △35 993 △400 592

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額△400百万円には、セグメント間取引消去13百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△414百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない全社的一般経費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年６月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

医薬品等
ネットワーク

事業

調剤薬局
事業

賃貸・設備
関連事業

給食
事業

その他
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 343 22,220 470 788 33 23,856 － 23,856

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

611 1 130 － － 743 △743 －

計 955 22,222 600 788 33 24,599 △743 23,856

セグメント利益
又は損失（△）

554 130 △32 1 △36 617 △405 212

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額△405百万円には、セグメント間取引消去82百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△487百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない全社的一般経費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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